






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































り人形 3．月の光 4．無邪気 5．牧羊神 6．悲
しき對話』（ドビュッシイ作曲）
『「ヴィヨン」の詩による三つのバラッドより
1．ヴィヨンから恋人への譚詩 2．ヴィヨンが
母の願いにより書ける聖母への祈りの歌 3．パ
リ女の譚詩』（ドビュッシイ作曲）
昭和23年10月28日の音楽教育創始七十周年記念
演奏会は，淺野千鶴子と安川加壽子のジョイントリ
サイタルであった（東京藝術大学百年史 1987）。
淺野千鶴子の伴奏は全て安川が行っている。安川は，
パリ音楽院を卒業しており，戦後ドビュッシーの楽
譜の輸入版が高価すぎることや，フランス直伝の教
えを受けられない人のために，ドビュッシーのピア
ノ独奏作品全集を分冊の形で音楽之友社から出版し
ている。近代フランス音楽の第一人者として活躍し
た人物である。
フランス歌曲では，デュパルク，ショーソン，アー
ンの作品も新たに演奏されている。
昭和21年11月7日～12日，第一回芸術祭
『悲しき歌』（デュパルク作曲）
『牢獄にて』『我に若し翼あらば』『五月』（アー
ン作曲）
昭和26年3月27日～29日，卒業演奏会
『旅への誘い』『フイデイレ』（デュパルク作曲）
昭和27年3月27日～29日，卒業演奏会
『リラの花咲く頃』（ショーソン作曲）
この中でもデュパルク作曲の「旅への誘い」は何
度も演奏されており，人気があったようだ。フラン
ス歌曲は，戦前から歌われていたフォーレの歌曲の
中でも新たに歌われる曲目が増え，更にレパートリー
の幅を広めている。
２）昭和期（戦中・戦後）のオペラアリア
この時期に演奏されたオペラアリアは，フランス
オペラでは少し変化が見られたが，ドイツオペラの
レパートリーはほとんど変わっていない。しかしイ
タリアオペラは戦前に比べ随分演奏される機会が増
えており，演奏曲目の幅が広まっている。ベッリー
ニやドニゼッティの作品で新たに演奏されているも
のは次の通りである。
昭和13年2月13日，第106回学友会演奏会
日本の近代化の中で演奏されてきた西洋声楽曲のレパートリーの傾向について
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『歌劇「夢遊病者」より アミナの宣叙唱及詠唱』
（ベリーニ作曲）
昭和17年5月2日，研究科聴講生修了演奏会
『歌劇「ラムアームーアのルチア」中
ヘンリー・アシュトンの詠唱「惡と復讐の苦
しみ我が心に」』（ドニゼッティ作曲）
プッチーニのオペラアリアでも，新たに演奏され
ている作品がある。
昭和16年5月3日，研究科終了演奏会
『歌劇「マノン・レスコー」中「ただひとり淋し」』
（プッチーニ作曲）
昭和24年4月2日，研究科終了演奏会
『歌劇「ラ・ボエーム」より 冷たき手』（プッ
チーニ作曲）
現在でも人気のあるプッチーニの作品だが，戦前
に比べ，更に演奏される機会が増えたようだ。プッ
チーニ作曲のオペラ，「ラ・ボエーム」の中のオペ
ラアリアは，ソプラノの「私の名はミミ」や「ムゼッ
タのワルツ」は演奏されていたが，テノールの作品
は初めてである。「マノン・レスコー」も初めて取
り上げられている。どちらの曲も現在大変人気があ
る。
ヴェルディのオペラアリアでは次の作品が新たに
演奏されている。
昭和15年11月20日，紀元二千六百奉祝演奏会
『歌劇「ファルスタフ」中 ナンネツタの詠唱』
（ヴェルディ作曲）
昭和16年11月29日，秋季選科洋楽演奏会
『歌劇「リゴレット」より「女心の歌」』（ヴェル
ディ作曲）
昭和17年9月24日，卒業式
『歌劇「ナブッコ」中 アビガイレの詠唱』（ヴェ
ルディ作曲）
昭和24年2月25日・26日，卒業式
『歌劇「オテロ」より 柳の詠唱』（ヴェルディ
作曲）
昭和25年10月8日，演奏旅行
『歌劇「オテロ」より アヴェマリア』（ヴェル
ディ作曲）
『ファルスタフ』は［ファルスタッフ］であると
考えられる。昭和期（戦中・戦後）では，ヴェルディ
作曲のオペラアリアのレパートリーが大変広まって
いる。戦前から演奏されている「椿姫」は相変わら
ず人気があるようだ。「ナブッコ」や「ファルスタッ
フ」のオペラアリアは一度ずつしか演奏されていな
いが，「オテロ」の「柳の歌」，「アヴェ マリア」
は昭和24年以降繰り返し演奏されている。
この時期イタリアオペラで新たに演奏され始めた
作曲家の作品で，代表的なものはマスカーニのオペ
ラアリアである。
昭和14年3月22日・23日，卒業式
『歌劇「カヴァレリア・ルスティカナ」中サントゥッ
ツァーの詠唱』（マスカーニ作曲）
この作品はこの演奏会で初めて演奏されており，
後にも何度か取り上げられている。現在では［ママ
も知る通り］という曲名で知られており，昭和期
（戦中・戦後）において行われているその他の演奏
会によっては，その題目でプログラムに記載されて
いるものもある。マスカーニのオペラアリアとして
は，現在この作品が最も有名だが，この他にもいく
つか演奏されている。
昭和15年3月25日・26日，卒業式
『歌劇「イリス」中の詠唱』（マスカーニ作曲）
昭和16年2月16日，学友会第130回洋楽演奏会
『歌劇「友人フリッツ」より わづかな花』（マ
スカーニ作曲）
歌劇「友人フリッツ」の中の「わづかな花」は，
「ママも知る通り」と同様に現在でも演奏される機
会の多い作品である。『歌劇「イリス」』の中のオペ
ラアリアは，現在ではあまり馴染みのない作品のよ
うに思われる。
フランスオペラでは，戦前にも演奏されていたビ
ゼーやグノー，マスネの作品で新たにレパートリー
に取り入れられているものがある。
昭和14年5月20日，学友会第116回洋楽演奏会
『歌劇「眞珠採り」より 夢の如く聴く』（ビゼー
作曲）
昭和14年6月17日，学友会第117回洋楽演奏会
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『歌劇「ファウスト」より バレンチノの詠唱
さらば心の故郷よ』（グノー作曲）
昭和15年3月25日・26日，卒業式
『歌劇「マノン」中 騎士デー・グリューの夢』
（マスネ作曲）
ビゼーの作品はこれまで，「カルメン」の中のオ
ペラアリアは数多く演奏されていたが，「真珠採り」
の中の作品は初めての演奏となる。グノーの「ファ
ウスト」の中のアリアも，「宝石の歌」に加えて，
「さらば心の故郷よ」が演奏され始めている。これ
らの作品はどちらもこの時期繰り返し演奏されてい
る。マスネの「マノン」はこれ以後演奏されていな
い。また，フランスオペラでも新たな作曲家の作品
がいくつか演奏されている。
昭和16年3月26日，卒業式
『歌劇「ルイーズ」中 ルイーズの詠唱』（シャ
ルパンティエ作曲）
昭和24年4月2日，研究科終了演奏会
『「歸れる兒」より 母リアの詠唱』（ドビュッシー
作曲）
シャルパンティエ作曲の「ルイーズ」は現在でも
大変有名であり，演奏される機会の多い作品である。
ドビュッシーの「歸れる兒」はカンタータ「放蕩息
子」のアリアとして知られており，「放蕩息子」は
ドビュッシーがパリ音楽院在学中にローマ大賞を受
賞した作品である。
８．昭和期（戦中・戦後）のまとめ
昭和16年12月8日の太平洋戦争勃発により，徐々
に彩られてきた戦争色は音楽活動にも影響を及ぼす
こととなった。音楽活動は報国団という団体に属し
て行われ，軍の監視下に置かれることとなった（東
京藝術大学百年史 1987）。この時代の東京音楽学
校の演奏会は，定期演奏会を除き，もっぱら報国団
の恤兵演奏会が主となっている。戦中は，日・独・
伊同盟によって，英・米の音楽は追放されている。
しかしもともと日本人が演奏してきた西洋声楽曲の
中で，英・米の作品はほとんどなかったため，戦争
がレパートリーの変化そのものに与えた影響は少な
いように思われる。
昭和期（戦中・戦後）に演奏された歌曲ではドイ
ツリートのレパートリーはほとんど変わっていない。
戦前と同様に，シューベルト，ブラームス，シュー
マン，R.シュトラウスの作品が多く演奏されてい
る。変化があると言えば，戦前に比べ連作歌曲が演
奏される機会が増えたことである。シューベルトの
「美しき水車小屋の娘」や「冬の旅」，シューマンの
「詩人の恋」や「女の愛と生涯」などがその例であ
る。曲集の中からいくつかまとめてプログラムを組
んであることが多く，戦前の演奏会に比べ，プログ
ラムにまとまりが出てきたように思われる。しかし
全体的にドイツリートの演奏は減っており，その反
面イタリア歌曲が数多く演奏会で取り上げられるよ
うになってきた。特にスカルラッティやカッチーニ，
マルティーニといった，イタリア古典歌曲として有
名な作曲家の作品が多く演奏され始めている。また，
イタリア近代歌曲でもマスカーニやルッツィ，アル
ディッティといった現在でも耳にすることの多い作
曲家の作品が演奏され始め，レパートリーの幅を広
めている。これまでほとんど演奏されていなかった
トスティの歌曲も，この時期からよく演奏されるよ
うになる。フランス歌曲では，デュパルクやショー
ソン，ドビュッシー，アーンの作品が新たに演奏さ
れ始めている。しかしこれまでドイツリートが主流
だったため，当時のフランス歌曲の演奏は大変珍し
く感じられていたようだ。昭和26年に行われた卒
業演奏会で，デユパルクの歌曲を演奏したソプラノ
の向田壽子への講評としては，「まだ多分にドイツ
くさいのとテンポが惡いのでフランスの味が弱い」
（東京藝術大学百年史 1987）といったといった記
事もある。フランス歌曲で最も多く演奏されている
のは，フォーレの作品である。この傾向は現在にも
通じるものがあるように思われる。
オペラアリアでは，ドイツオペラのレパートリー
にほとんど変化はないが，イタリアオペラ，フラン
スオペラで新たに演奏され始めた作品がいくつもあ
る。特に戦前に比べイタリアオペラは数多く演奏さ
れており，プッチーニ，ヴェルディ，ドニゼッティ，
モーツァルトの作品が多い。中でもプッチーニの
「ラ・ボエーム」の「私の名はミミ」，「トスカ」の
「歌に生き恋に生き」はよく演奏会で取り上げられ
ていたようだ。戦前人気があった「蝶々夫人」はこ
の時期ほとんど演奏されなくなっている。これには
太平洋戦争が影響しているようである。プッチーニ
日本の近代化の中で演奏されてきた西洋声楽曲のレパートリーの傾向について
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作曲の「蝶々夫人」は，明治時代の日本を舞台とし
た，アメリカ合衆国海軍中尉と武士の娘との恋愛を
描いた作品であり，アメリカと敵対していた日本に
とっては内容的に不許可とされていたように思われ
る。戦時中はアメリカでも「蝶々夫人」は演奏禁止
とされていたようだ（増井2003）。フランスオペラ
では，昭和期（戦前）と同様に，大正期によく演奏
されていたマイヤベーアの作品は少なく，ビゼーの
「カルメン」やグノーの「ファウスト」，サン＝サー
ンスの「サムソンとデリラ」のオペラアリアがよく
演奏されている。新たにシャルパンティエやドビュッ
シーのアリアも演奏され始め，現在人気のあるフラ
ンスオペラの作品は，この時期までにほとんど演奏
会で取り上げられているようだ。ドイツオペラに関
しても同じことが言える。イタリアオペラでも，現
在人気のある作品はこの時期までにほとんど演奏さ
れている。この後，東京音楽学校が東京芸術大学へ
と改組されるにつれ，さらなる発展が見込まれる。
昭和期（戦中・戦後）は，歌曲，オペラアリアと
いった偏りがなく，戦前に比べ幅広くさまざまな作
品が演奏されており，徐々にイタリア音楽志向が強
まってきている。これは，現在演奏される機会の多
い西洋声楽曲の傾向と通じるものがある。長い戦争
が幕を閉じ，人々が自由に音楽を学べるようになっ
てきたこと，抑圧されていた活動が自由になったこ
とがこの事実を反映していると言える。
おわりに
本論では，明治以来の近代化によって導入された
西洋音楽の中で，声楽曲がどのように修得されていっ
たかの経緯を明らかにするために，声楽曲のレパー
トリーに注目して，それがどのように移り変わって
きたのかということを調査した。方法としては，現
在の東京藝術大学の前身である東京音楽学校で行わ
れた各種コンサートでの資料を用い，その中で演奏
されている西洋声楽曲を，明治期，大正期，昭和期
（戦前），昭和期（戦中・戦後）の四つの時代に分け，
それぞれの時期に演奏された曲目を詳細に調べた。
その結果，各時代のレパートリーの傾向が次のよう
に明らかになった。
明治期はドイツ音楽（ドイツリート）が中心に演
奏されている。中でもシューベルト，フランツ，メ
ンデルスゾーンのリートが多い。イタリア歌曲，フ
ランス歌曲はこの頃ほとんど演奏されていない。ア
リアは，明治期末から演奏され始める。中でもメン
デルスゾーンのオラトリオ「聖パウロ」のアリアが
代表的である。
大正期はオペラブームと共にオペラアリアが多く
演奏され始める。特にマイヤベーアの「預言者」や
グノーの「ファウスト」など，フランスオペラのア
リアが数多く演奏されている。大正期後半になると，
ベッリーニやドニゼッティ，プッチーニの作品が演
奏され始め，大正期末（大正14年，15年）辺りは
再びドイツリートが中心となっている。明治期と同
様にシューベルトのリートが最も多く，ヴォルフや
R.シュトラウスのリートも演奏されるようになる。
昭和期（戦前）は大正期末に引き続き全体的にド
イツリートが中心となる。中でも明治期，大正期と
同様にシューベルトのリートが最も多く演奏されて
おり，マーラーやレーガーのリートも新たにレパー
トリーに取り入れられるようになる。オペラアリア
は大正期に比べ演奏される回数は減っているが，逆
に現在演奏される機会の多い作品が厳選され始め，
特にドニゼッティやプッチーニの作品が多く演奏さ
れている。大正期はフランスオペラのアリアが中心
であったが，昭和に入ると演奏される回数は減り，
イタリアオペラやドイツオペラと肩を並べるように
なる。
昭和期（戦中・戦後）は歌曲，オペラアリアへの
偏りがなく，幅広くさまざまな作品が演奏されてい
る。歌曲ではスカルラッティやカッチーニのイタリ
ア古典歌曲，マスカーニなどのイタリア近代歌曲が
演奏される機会が増える。フランス歌曲では戦前に
演奏され始めたフォーレの作品に加え，ドビュッシー
やアーンの作品も演奏され始める。オペラアリアで
はドイツオペラ，フランスオペラのレパートリーに
ほとんど変化はないが，戦前に比べイタリアオペラ
が中心となり，レパートリーの幅が広まっている。
以上のように，西洋声楽曲が導入されて以来，今
日に至る日本の西洋声楽曲レパートリーの変化を，
明確に示すことができた。さらに大きくまとめてみ
ると，東京音楽学校において日本人により最初に西
洋声楽曲が演奏された明治29年から，最後に演奏
された昭和27年という期間の中で，現在馴染みの
薄い作品は時代を追うごとに影を潜めていき，現在
演奏される機会の多い作品は繰り返し演奏されてい
る。そして，戦後になると幅広くさまざまな作品が
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演奏されるようになり，主にドイツリートやイタリ
ア歌曲，イタリアオペラが主流を占めるといった，
現在の傾向に近づいているようだ。この約55年間
の間に，さまざまな過程を経て，現在我国で演奏さ
れている西洋声楽曲レパートリーの土台が出来上がっ
たことが分かった。
明治期のわが国におけるドイツ国崇拝の精神，大
正期の第一次世界大戦勃発による不況から好景気へ
の急速な進展，そしてその中での本格的な外国歌劇
団の来日，昭和期に入ってからの日本人によるオペ
ラ活動の開始やレコード音楽の誕生，日独防協定に
よるドイツ国崇拝の精神の再来，戦中の日・独・伊
同盟による英・米音楽の禁止など，さまざまな歴史
的背景に伴い，わが国の西洋声楽曲のレパートリー
は移り変わってきた。現在，幅広くさまざまな作品
が演奏されている西洋声楽曲であるが，日本の近代
化の中でいろいろな傾向を変えながら，今日の形に
至ったのだということが，本研究を通じて明らかに
なった。
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